




ŽžŠÔ‚É‚í‚½‚è•AŒˆ‹c‹y‚Ñ—v–]

Ž–•€

‚Ì

ŽåŽ|•à

–¾
•À
‚Ñ
‚É˜N“Ç‚ª•s‚í

‚ê
Œ´ˆÄ‚Ç

‚¨‚è•ÌŒˆ‚³

‚ê
‚Ü
‚µ
‚½
•B

•[ƒKƒ“ J
K‚µ•Å•§‚Ì‚̈

0� Vý�J W0e¹0hR�t^–£e9—i0’e­ˆLUO�~�i �õ�3 zË^� �Å�¹
• À • Ÿ Œ È

•B’†•¬Šé‹Æ‚ßŒ’‘S•l —l’·”­“W l‚²”z—¶‚µ–@“ü•Å•§‚Ì•X‚È
•siŒ Ã • ì Š Ô ‘ O ‰ Á ƒ ‹ • B ‹ c • o

•B•Š“¾•Å‚Ì‰Û•Å•Å’áŒÀ‚ðˆø‚«‰º‚°•L‚®”–‚­Œö•½‚É•‰’S‚ð

•B‘Š‘±•Å‚Æ‘¡—^•Å‚ðŒyŒ¸‚µ’†•¬Šé‹Æ‚ÌŽ–‹Æ•³Œp‚Éˆê‘w‚Ì”z—¶‚ð1

0 •Á”ï•Å‚Ì“Á—á‘[’u‚ðŒ©’¼‚µ•‘–¯‚Ì•M—ŠŠ´‚Ì‰ñ•œ‚ð !

•BŒÅ’èŽ‘ŽY•Å‚Ì‰Û•Å•ûŽ®‚ð”²–{“I‚ÉŒ©’¼‚µ•Å•‰’S‚Ì“K•³‰»‚ð!

•BŠÂ‹«–â‘è‚Í’n‹…“I‰Û‘è•Å•§‚É‚¨‚¢‚Ä‚à•••L‚¢ŠÏ“_‚©‚çŒŸ“¢‚ð!

•Å•§‰ü•³—v–]Ž–•€‚É‚Â‚¢‚Ä’Â•îŽÀŽ{
• s • Å

•§
‰ü•³—v–]‘S•‘‘å‰ï

•r
‚Å•ÌŒˆ

‚³
‚ê
‚½—v–]

Ž–
•€‚ÌŽÀŒ»‚É‚Þ‚¯‚Ä•A

’¬

“c
–@
•l
‰ï
‚à“ú

ŒŽ
6
“ú
•A

’n
Œ³‘I

•o
‚Ì

•‘‰ï‹cˆõ‹y

‚Ñ
Ž©Ž¡‘Ì‚É

‘Î‚µ

‚Ä—v–]Šˆ

“®
‚ð
ŽÀ
Ž{‚µ

‚Ü
‚µ
‚½
•B

“–“ú

‚Í
”ª–Ø‰ï’·‚ð‚Í‚¶‚ß•A”ö’Ò•›

‰ï’·

•A”ª–Ø•ËŽõ•Å

•§
ˆÏ
ˆõ’·•AŽç‰®•ê

–±—•

Ž–
‚ªˆÉ“¡Œö‰î•O‹c‰@‹cˆõ‚ÌŽ––±

•Š
‚ð–K–â

‚µ
•A‹´–{”é•‘‚É–Ê‰ï‚Ì‚¤‚¦

•Š
’è‚ÌŽ‘—¿‚ðŽè“n

‚µ
—v–]

‚µ
‚Ü‚µ‚½

•B

‚ Ü ‚ ½ • A

Žs
’·•AŽs‹c‰ï‹c’·‚É‘Î‚µ‚Ä

‚àŽs–ð

•Š
‚ð–K–â‚µ•A•Å

•§
‰ü•³—v–]

•‘

(Œˆ‹c‹y‚ÑŠî–{

Ž–
•€•AŒÂ•Ê

Ž–•€“™

) ‚ ð

’ñ•o‚·‚é‚Æ‚Æ‚à‚É•AŠÖŒWŽÒ‚Æ•Å‚ð’†•S
‚É•§’k

‚µ
• A – @ • l

‰ï
‚Ì•Å‚ÉŽæ‚è‘g‚Þ

Žp•̈

‚ð‹­’²‚µ‚Ü‚µ‚½

•B

- •Å•§‰ü•³—v–]‘S•‘ ‘å‰ï htt p: // www.zenkok uh oji ‰~ka i.o r.jp /zei/yo bo20 00. htm

•E•½•¬ 13 ”N“x •Å•§‰ü•³‚Ì‚ ‚ç‚Ü‚µ htt p: // www.ze nkok uh ojink ai.o r.jp /zei /zeiseik ais ”bi_13/zeise ikaise i_ 13 .ht m 

‰€•s“®‚·‚é–@•l‰ï (•½•¬ 13 ”N“x•Å•§‰ü•³—v–]Š̂“® ) ht tp:// www.ze nko kuh ojink ai.or .jp /z”bil koudou _ 2001/koudou _2001.htm @ 



IS09000シリーズについて-第2回一

企
業
経
営
に
適
用
す
る

I
S
Oと
は
?

-
aφ
さ
き
シ
リ
ー
ズ
の

審
査
登
録
制
度

品
質
シ
ス
テ
ム
の
審
査
登
録
制
度
と
は
、

accos-80ω
へ
の
適
合
性
を
第
三
者

機
関
(
審
査
登
録
機
関
)
が
審
査
、
登
録
、

公
表
す
る
制
度
で
す
。
(図

1
参
照
)

第
三
者
機
関
の
機
能
は
、
審
査
機
能
、

認
証
機
能
、
審
査
員
の
評
価
、
登
録
及
び

研
修
を
行
、
つ
機
能
な
ど
総
合
的
な
制
度
を

推
進
し
ま
す
。

審
査
・
登
録
は
申
請
に
基
づ
く
契
約
に

よ

っ
て
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
第
三
者
機
関

に
よ
る
審
査
・
登
録
結
果
に
よ
り
、
製
品

な
ど
の
購
入
の
際
の
品
質
に
対
す
る
信
頼

を
よ
り
増
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

供
給
者
に
と
っ
て
も
購
入
者
そ
れ
ぞ
れ
か

1.審査登録機関の認定
及び登録
2審査員研修機関の認定

及び登録
3.適合事業者の登録
4海外の認定機関との
相互承認の推進

@ 

ら
の
重
複
し
た
審
査
を
避
け
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

当
制
度
は
、
自
国
の
産
業
や
製
品
の
競

争
力
強
化
の
目
的
で

1
9
8
0
年
代
前

半
に
英
国
や
オ
ラ
ン
ダ
で
導
入
さ
れ
た
も

の
で
す
。
E

U
各
国
で

1
9
9
3
年

1

月
の
市
場
統
合
後
、
人
、
物
、
金
の
流
通
の

自
由
化
の
動
き
の
中
で
こ
の
制
度
に
よ
る

動
き
が
さ
ら
に
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
に
お
い
て
は
、
各
企
業
が
保
持
す

る
世
界
的
に
評
価
さ
れ
る
高
レ
ベ
ル
の
品

質
管
理
シ
ス
テ
ム
が
、

T
Q
C
活
動
等
に

よ
り
購
入
者
の
ニ

l
ズ
を
取
り
入
れ
な
が

ら
供
給
者
側
に
よ
っ
て
主
体
的
に
構
築
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

図1・品質システム審査登録制度

英
国
や
オ
ラ
ン
ダ
等
で
息
づ
い
た

目

0
8
8
シ
リ
ー
ズ
は
、
日
本
の
企
業
が

築
い
た
品
質
シ
ス
テ
ム
と
は
馴
染
み
に
く

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
日
本
の
品
質
シ
ス
テ
ム
が
推
進

さ
れ
る
段
階
で
、
品
質
管
理
に
つ
い
て
の

規
格
化
の
必
要
性
が
そ
れ
ほ
ど
な
か
っ
た



こ
と
と
、
品
質
管
理
の
た
め
の
規
格
を
設

け
る
こ
と
は
品
質
管
理
業
務
を
枠
に
は
め

る
こ
と
に
な
り
疎
外
感
が
免
れ
な
い
と
と

に
な
り
、

他
国
よ
り
も
進
展
を
妨
げ
る
結

果
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。

内容別区分
経営会社特定部門

に
』円
ω
N
c
c
c
c
シ
リ
ー
ズ

(
円
印
O
φ
。
。
。
シ
リ

ー
ズ
を
翻
訳
し
て
規
格
と
し
た
)
と
し
て

制
定
し
て
、
や
っ
と
拐
。
由
。
。
。
シ
リ
ー
ズ

導
入
の
動
き
が
活
発
化
し
ま
し
た
。

日

ω
0
8
0
0
シ
リ
ー
ズ
は
、
多
く
の
国
々

で
国
内
規
格
と
し
て
採
用
さ
れ
、
品
質
シ

ス
テ
ム
審
査

登
録
制
度
が

確
立
さ
れ
て

日
本
は
遅
れ
て
、

1
9
9
1
年
目
月

• • 
• • 
• • 

• • ••• • • • • ••• 

• • 

目

の管理

1頁9001 

囲
格
範
規

文
用
用
義
品

序
適
引
{
疋
製

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
 

1
2
3
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
 

1
2
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
 

者
}
土
品

'し
れ
~
。

図2・1809001の構成と要求項目

国
際
的
な

商
取
引
の
円

滑
化
の
た
め

に
審
査
登
録

制
度
が
国
境

を
超
え
て
相

互
に
承
認
さ

れ
る
こ
と
は

重
要
で
す
。

相
互
承
認

に
は
、
認
定

機
関
相
互
、

ま
た
は
審
査

-
I
S
O
の
要
求
事
項

同

ω
0
8
2
(
1
9
9
4
年
版
)明

さ
れ
て
い
る
要
求
事
項
を
図

2
に
海
市
り

ま
す
。

明 20
は)こ
省をこ

略上、で
しワは

孝三 20
九忌百

tZ 
て 1
詳か
細ち
~P! 4 

-
I
S
O
品
質
シ
ス
テ
ム

構
築
の
ス
テ
ッ
プ

I
S

O
品

質

シ

ス

テ

ム

を

築

し

て

認
証
取
得
を
受
審
す
る
手
続
及
び
ス
テ
ッ

プ
は
図

3
の
通
り
で
す
。一

般
的
品
川
流
れ

ー

'sa弘
司
・

で
す
か
ら
、
個
々
の
企
業
に
お
い
て
受
審

込
主
張
蹴

ま
で
の
計
画
を
立
て
る
必
要
が
鳴
ま
す
。

即
ち
、
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
特
憧
と
社
内

必

門

戸

叫

の
業
務
状
況
、
現
業
の
仕
組
み
恵
与
呈

b

J
d
何百

て
、
企
業
に
合
っ
た
実
施
計
画
を
立
て
て

無
理
の
な
い
推
進
が
必
要
で
す
。

@ 



-
Z
φ
さ
き
シ
リ
ー
ズ

認
証
取
得
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

円
ω
0
8
2
の
認
証
取
得
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
及
び
デ
メ
リ

ッ
ト
は
図

4
の
調
査
結

盤機韓併

果
に
あ
る
通
り
で
す
が
、

一
般
的
な
評
価

と
同
等
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
の
最
大
は
、
下
記
に
あ
る
よ

う
な
利
点
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
何
と
言

っ
て
も
「
良
い
会
社
」
に
な
る
こ
と
で
す
。

一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
費
用
を
あ
る
程
度

確
保
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
と
、
扱
う
文

書
及
、
び
保
管
文
書
が
増
え
る
こ
と
で
す
が
、

図3・受審までの一般的手続き

文書類の増加 圃圃圃圃圃圃85%
準備・取得費用 圃圃圃圃圃73%
維持工数 ・・・44%
検査時間増加 園 21%

官僚的・形骸化 ・5%
サ ベイランス費用料%

品質意識の改革 ・・・・・・72%
トラフルの減少 ・・・・・58%
責任・権限の明確化 ・・・・52%
対外的アピール 圃圃28%

文書類の整備 ・・25%
3sの改善 圃 11%

グラ7:96.2 ISO研究会資料

図4・1809000シリースr認証取得によるメリット/テεメリット

@ 

こ
れ
は

I
T
の
活
用
等
で
簡
素
化
す
る

手
立
て
は
あ
り
ま
す
の
で
品
質
シ
ス
テ
ム

の
構
築
如
何
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

-
お
わ
り
に

日

本

は

遅

れ

て

円

ω
0
8
2及
、
び

目
。
E
C
O
H
の
認
証
取
得
の
気
運
が
高
ま

り
ま
し
た
が
、
拐

0
8
2
に
つ
い
て
は
現

在

5
8
0社
に
至
る
企
業
が
認
証
取
得
し

て
い
る
状
況
で
す
し
、

I
S
O
の
先
進
国

に
お
い
て
は
、

6
万
社
を
突
破
し
て
い
ま

す
。
英
国
に
お
い
て
は
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の

ク
リ
ー
ニ

ン
グ
屋
さ
ん
も

I
S
O
の
認

証
取
得
を
も
っ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。
即
ち、

英
国
で
は

I
S
O
が
な
い
と
商
売
出
来

な
い
状
況
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
に
お
い
て
も
、

Z
C
S
C
H
-

日

ω
C
E
C
C
H
の
認
証
取
得
が
中
小
企
業
に

広
が

っ
て
い
ま
す
。
目印。

8
2
の
場
合
は
、

最
近
の
認
証
の
多
く
は
親
会
社
や
取
引
先

か
ら
の
認
証
取
得
の
要
請
に
対
応
す
る
た

め
で
す
。
大
企
業
中
心
か
ら
中
小
企
業
中

心
の
認
証
取
得
時
代
に
入

っ
た
と
言
っ
て



は?ISO 
やす

諸法金
も
過
言
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
、
当
会
報
の
紙
面
を
お

借
り
し
て
「
日

ωcscH
の
概
要
」

を
簡
単
で
す
が
紹
介
致
し
ま

し
た
。
す
で
に
認
証
取
得
し
た

企
業
、
関
心
を
持
ち
な
が
ら
忙

し
く
て
そ
れ
、と
こ
ろ
で
な
い

企
業
、
全
く
対
象
外
と
認
識
し

て
い
た
企
業
等
様
々
と
思
い

ま
す
。

し
か
し
、
昨
今
の
品
質
管
理

の
ズ
サ
ン
さ
で
経
営
が
追
い

込
ま
れ
る
ほ
ど
の
事
件
が
発

生
し
て
い
ま
す
よ
う
に
、
大
企

業、

中
小
企
業
に
か
か
わ
ら
ず

「
製
品
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
品

質
」
は
重
要
な
課
題
で
、
品
質

保
証
の
仕
組
み
を
供
え
た
企

業
の
み
が
生
き
残
れ
る
と
い

っ
て
も
言
い

過
ぎ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

I
S
O
の
認
証
取
得
に
つ

い
て
は
、
「
大
変
で
あ
る
」
と
の
イ
メ
ー
ジ

が

一
般
的
に
は
あ
り
、
敬
遠
し
が
ち
な
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
中
小
企
業
に
お
い
て
は

人
的
資
源
も
不
足
が
ち
で
あ
り
、
日
々
の

多
忙
が
優
先
し
て
そ
れ
、と
こ
ろ
で
な
い

事
情
が
あ
り
ま
す
が
、
中
小
企
業
な
り
の

認
証
取
得
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
の
考
え

方
を
取
る
事
に
よ
り
決
し
て
無
理
な
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
理
想
論

で
な
く
、
日
常
業
務
の
延
長
で

I
S
O
に

取
組
む
、
他
社
の
真
似
を
せ
ず
独
自
の
品

質
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
、

ト

ッ
プ
ダ
ウ

ン
で

一
気
に
進
め
る
、

I
S
O
の
コ
ス
ト

を
最
小
限
に
止
め
る
、
短
期
間
取
得
を
狙

う
等
々
大
企
業
の
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
体
制
で
な
く
、
機
動
性
の
あ
る
少
数

精
鋭
体
制
に
よ

っ
て
効
率
的
に
取
組
め

ば
認
証
取
得
の
実
現
は
可
能
で
す
。

こ
れ
を
機
会
に
「品
質」
、
「
品
質
管
理
」、

「
品
質
保
証
」
及
、
び
「

I
S
O
」
に
つ
い
て

再
考
を
お
勧
め
致
し
ま
す
。
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一
、
電
子
計
算
機
の
耐
周
年
数
の
短
縮

二
、
適
格
組
織
再
編
成
に
お
け
る
資
産
移
転
に

伴
う
譲
渡
損
益
の
計
上
の
繰
延
べ
が
で
き

る
制
度
の
創
設

三
、
贈
与
税
の
基
礎
控
除
額
の
引
き
上
げ

四
、
株
式
等
譲
渡
益
に
つ
い
て
の
源
泉
分
離
選

択
課
税
制
度
の
存
続

五
、
土
地
譲
渡
所
得
課
税
の
軽
減
措
置
の
継
続

六、

N
P
O
法
人
に
対
す
る
寄
附
金
に
関
す
る

特
例
措
置
の
創
設

。

日
電
子
計
算
機
の
耐
周
年
数
の
短
縮

電
子
計
算
機
の
耐
周
年
数
(
改
正
前
六
年
)
が
、

ハ
l
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
つ
い
て
は
四
年
、

そ
の
他
の
も
の
に

つ
い
て
は
五
年
に

短
縮
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
特
定
情

報
通
信
機
器
の
即

時
償
却
制
度
(
い

わ
ゆ
る
パ
ソ
コ
ン

減
税
)
は
、
法
定

期
限
ど
お
り
平
成

十
三
年
三
月
三
十

一
日
で
終
了
し
ま

す
。

自
園
田
適
格
組
織
再
編
成
に
お
け
る
資
産

院
国
移
転
に
伴
う
譲
渡
損
益
の
計
上
の

|
|
繰
延
べ
が
で
き
る
制
度
の
創
設

会
社
分
割
の
制
度
創
設
に
伴
い
、
分
割

・
合
併

等
の
企
業
組
織
再
編
成
に
か
か
る
税
制
が
以
下
の

と
お
り
整
備
さ
れ
ま
す
。

川
法
人
に
お
け
る
課
税
の
取
り
扱
い

法
人
が
、
分
割
、
合
併
、
現
物
出
資
等
に
よ
り
、

資
産
等
を
他
に
移
転
し
た
場
合
に
お
い
て
、
以
下

の
適
格
組
織
再
編
成
に
該
当
す
る
場
合
、
移
転
資

産
を
そ
の
帳
簿
価
額
で
引
き
継
ぎ
、
譲
渡
損
益
の

計
上
が
繰
り
延
べ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
対
価
と
し
て
金
銭
が
交
付
さ
れ
た
場

合
は
、
原
則
ど
お
り
譲
渡
損
益
へ
の
課
税
が
行
わ

れ
ま
す
。



①
適
格
分
割
の
場
合

分
割
法
人
と
分
割
承
継
法
人
と
の
持
分
割
合

が
五
O
%
超
で
あ
る
場
合
は
、
独
立
し
た
事
業

単
位
の
移
転
(
主
要
な
資
産
・
負
債
お
よ
び
従

業
者
の
八
O
%
以
上
)
お
よ
び
移
転
し
た
事
業

の
継
続
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
要
件
と
な
り

ま
す
。な
お
、
持
分
割
合
が
一
O
O
%
の
場
合
は
、

こ
の
要
件
は
不
要
で
す
。

②
共
同
事
業
を
行
う
た
め
の
組
織
再
編
成
の
場

A
口
共
同
事
業
(
一
定
の
要
件
を
満
た
す
も
の
)

を
行
う
た
め
の
分
割
で
、
①
の
要
件
以
外
に
分

割
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
分
割
承
継
法
人
の
株
式

を
継
続
し
て
保
有
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
の
要
件
が
付
加
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
適
格
合
併
お
よ
び
適
格
現
物
出
資
に

つ
い
て
は
、
上
記
の
適
格
分
割
の
要
件
に
準
ず

る
要
件
に
該
当
す
る
合
併
お
よ
び
現
物
出
資
の

場
合
、
譲
渡
損
益
の
課
税
が
繰
り
延
べ
ら
れ
ま

す。
間
株
主
に
お
け
る
課
税
の
取
り
扱
い

株
主
が
分
割
承
継
法
人
等
の
株
式
の
み
の
交
付

を
受
け
た
場
合
に
は
、
旧
株
の
譲
渡
損
益
の
課
税

が
繰
り
延
べ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
改
正
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
以
後
に

行
わ
れ
る
組
織
再
編
成
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま

す。

固
贈
与
税
の
基
礎
控
除
額
の
引
き
上
げ

贈
与
税
の
基
礎
控
除
額
(
改
正
前
六
O
万
円
)

が
一
一
O
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
住
宅
取
得
資
金
の
贈
与
を
受
け

た
場
合
の
贈
与
税
額
の
計
算
の
特
例
に
つ
い
て
非

課
税
限
度
額
(
改
正
前
三
O
O
万
円
)
が
五
五
O

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
改
正
は
、
平
成
十
三
年
一
月
一
日
以
後
に

贈
与
に
よ
り
取
得
す
る
金
銭
、
財
産
に
か
か
る
贈

与
税
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

B
一
株
式
等
譲
渡
益
に
つ
い
て
の

4
源
泉
分
離
課
税
制
度
の
存
続

株
式
等
譲
渡
益
に
つ
い
て
の
申
告
分
離
課
税
へ

の
一
本
化
は
平
成
十
五
年
四
月
一
日
ま
で
二
年
間

延
期
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
そ
の
聞
は
源
泉
分
離
選

択
課
税
制
度
が
存
続
さ
れ
ま
す
。

固
土
地
譲
渡
所
得
課
税
の
軽
減
措
置
の
継
続

土
地
の
譲
渡
所
得
課
税
の
特
例
な
ど
に
つ
い
て

適
用
期
限
が
延
長
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
個
人
の
長
期
譲
渡
所
得
の
課
税

の
特
例
の
税
率
軽
減
措
置
(
一
律
二
O
%
(
地
方
税

含
め
二
六
%
)
)
の
適
用
期
限
が
三
年
間
延
長
さ
れ

ま
す
。

法
人
の
土
地
譲
渡
益
追

加
課
税
制
度
の
適
用
停
止

措
置
(
一
般
ま
た
は
鰹
期

所
有
の
場
合
に
そ
れ
ぞ
れ

五
%
、
一
O
%
追
加
課
税

の
適
用
停
止
)
も
平
成
十

五
年
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
三
年
間
延
長
さ
れ
ま

す。

*この記事についての問い合わせ先一一一一(社)東京法人会連合会合03-3357-0771

自
目

N
P
O法
人
(
特
定
非
営
利
法
人
)

開
凶
に
対
す
る
寄
附
金
に
関
す
る

ー
特
例
措
置
の
創
設

一
定
の
要
件
を
満
た
す
も
の
と
し
て
国
税
庁
長

官
が
認
定
し
た

N
P
O
法
人
に
対
す
る
寄
附
金
に

関
し
て
は
、
以
下
の
特
例
措
置
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

①
伺
人
か
ら

N
P
O
法
人
に
対
す
る
寄
附
金
に
つ

い
て
は
、
特
定
寄
附
金
と
み
な
し
て
寄
付
金
控

除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

②
法
人
か
ら

N
P
O
法
人
に
対
す
る
寄
附
金
に
つ

い
て
は
、
一
般
寄
附
金
の
損
金
算
入
限
度
額
と

は
別
に
、
特
定
公
益
増
進
法
人
に
対
す
る
寄
附

金
と
合
わ
せ
て
そ
の
損
金
算
入
限
度
額
の
範
囲

内
で
損
金
算
入
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

③
個
人
が

N
P
O
法
人
に
対
し
て
相
続
財
産
等
を

寄
附
し
た
場
合
は
、
原
則
と
し
て
相
続
税
の
課

税
価
格
に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
改
正
は
平
成
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
適
用

さ
れ
ま
す
。

@ 
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贈
与
税
の
基
礎
控
除
額
、

小
規
模
宅
地
等
の
相
続
税
特
例
等
、

手
当
が
な
さ
れ
る
!

平
成
十
三
年
度
に
お
い
て
は
、
昭
和
五

O
年
以
来
と
な
る
贈
与
税
の
基
礎

控
除
額
の
引
き
上
げ
や
事
業
承
継
税
制
の
面
で
改
正
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
れ

5
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

贈
与
税
の
基
礎
控
除
額
の

引
き
上
げ

贈
与
税
の
税
額
は
、
基
礎
控
除

後
の
課
税
価
格
に
税
率
を
乗
じ
て

計
算
し
ま
す
が
、
今
回
の
改
正
で

基
礎
控
除
額
が
六

O
万
円
か
ら

一
一
O
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
し
た
が
っ
て
、
贈
与
税
の
計
算

は
下
記
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

こ
の
改
正
は
、
平
成
十
三
年
一

月

一
日
以
後
の
贈
与
に
つ
い
て
適

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

(贈与を受けた 1 
財産の価格 -110万円 JX税率

住
宅
取
得
資
金
に
か
か
る

贈
与
税
額
計
算
の
特
例
の
拡
充

川
五
五

O
万
円
ま
で
非
課
税

こ
の
特
例
は
、
個
人
が
父
母
ま
た
は
祖
父
母
か

ら
自
己
の
居
住
の
用
に
供
す
る
住
宅
の
取
得
資
金

の
贈
与
を
受
け
、
そ
の
贈
与
を
受
け
た
年
の
翌
年

三
月
十
五
日
ま
で
に
そ
の
住
宅
取
得
資
金
に
よ
っ

て
新
築
ま
た
は

一
定
の
既
存
住
宅

(き

を
取
得
し

て
自
己
の
居
住
の
用
に
供
し
た
場
合
、
贈
与
を
受

け
た
住
宅
取
得
資
金
の
う
ち
五
五

O
万
円
ま
で
非

課
税
と
な
る
制
度
で
す
。

(
注
)
家
屋
の
床
面
積
が
五

o
d以
上
で
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
既
存
住
宅
の
場
合
、
耐
火
建
築
物
は
築
後

。

二
五
年
以
内
、
耐
火
建
築
物
以
外
の

も
の
は
築
後
二
O
年
以
内
で
あ
る
も

の
。

∞
一
、
五

O
O万
円
ま
で

今
回
の
改
正
で
、
贈
与
税
の
基

礎
控
除
額
が
六

O
万
円
か
ら

二

O

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
た
め

、

贈
与
が

一
、
五

O
O
万
円
ま
で
の
住

宅
取
得
資
金
の
み
の
場
合
の
贈
与

税
の
計
算
は
下
記
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
。

。
一
、
五

O
O万
円
超
そ
の
他

そ
の
年
中
に
住
宅
取
得
資
金
の

贈
与
が

一
、
五

O
O
万
円
超
の
場
合

ま
た
は
住
宅
取
得
資
金
の
ほ
か
に

贈
与
が
あ
る
場
合
の
贈
与
税
の
計

算
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

贈与税額=¥ (贈与を受けた住宅取得資金の額)

×す-110万円 )X贈与税率X5



(A-B) + B X 5 

A: ! [住宅取得資金のうち1，500万円ま
での部分の金額 (a)X去 十その年

中に贈与を受けた財産の価額の合計

額一 (a))-110万円lX贈与税率
B: ! (a) X士 一110万円)X贈与税率

凶
特
例
の
拡
充

工
事
費
用
が

一
、
0
0
0万
円
以
上
ま
た
は
床
面

積
が
五

o
d以
上
増
加
す
る
増
改
築
や
大
規
模
修

繕
等
に
つ
い
て
も
適
用
対
象
に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
は
、
平
成
十
三
年

一
月

一
日
か
ら
平

成
十
五
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
贈
与
に
よ
り

取
得
し
た
住
宅
取
得
資
金
に
か
か
る
贈
与
税
に
つ

い
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

間
適
用
対
象
者

・
住
宅
取
得
資
金
の
贈
与
を
受
け
た
者
は
、
日
本

国
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。

-
住
宅
取
得
資
金
の
贈
与
を
受
け
た
年
の
年
間
所

得
が

て
こ

0
0万
円
(
給
与
所
得
だ
け
の
場
合
、

給
与
収
入
が
一、
四
四
二
万
円
)
以
下
で
あ
る
こ
と
0

・
以
前
に
こ
の
特
例
の
適
用
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
こ
と
0

・
住
宅
取
得
資
金
の
贈
与
前
五
年
以
内
に
、
自
己

ま
た
は
配
偶
者
の
所
有
す
る
住
宅
(
床
面
積
の

二
分
の

一
以
上
が
居
住
用
の
も
の
)
に
居
住
し

た
こ
と
が
な
い
者
、
ま
た
は
住
宅
の
買
い
換

え
・
建
て
替
え
の
た
め
贈
与
前
五
年
以
内
に
居

住
し
て
い
た
自
己
ま
た
は
配
偶
者
の
所
有
す
る

住
宅
を
、
贈
与
を
受
け
た
年
の
翌
年
三
月
十
五

日
ま
で
に
譲
渡
ま
た
は
滅
失
さ
せ
た
者
で
あ
る

こ
と
。小

規
模
宅
地
等
の
相
続
税
の

課
税
価
格
特
例
の
拡
大

相
続
ま
た
は
遺
贈
に
よ
っ
て
取
得
し
た
財
産
の

う
ち
、
被
相
続
人
等
(
被
相
続
人
ま
た
は
被
相
続

人
と
生
計
を

一
に
し
て
い
た
親
族
を
い
い
ま
す
)

の
事
業
の
用
ま
た
は
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た

宅
地
等
で
建
物
や
構
築
物
の
敷
地
の
用
に
供
さ
れ

て
い
る
も
の
が
あ
る
場
合
に
は
、
相
続
等
に
よ
り

財
産
を
取
得
し
た
者
に
か
か
る
宅
地
等
の
う
ち
限

度
面
積
ま
で
の
部
分
(
小
規
模
宅
地
等
)
に
つ
い

て
は
、
通
常
の
価
格
に
そ
れ
ぞ
れ
の
減
額
割
合

(八

O
%
ま
た
は
五

O
%
)
を
控
除
し
て
課
税
価
格

を
算
出
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
減
額
割
合
八

O
%
が
適
用

さ
れ
る
宅
地
等
の
限
度
面
積
が
、
特
定
事
業
用
宅

地
等
在

二
、
特
定
同
族
会
社
事
業
用
宅
地
等
(注
二)

の
場
合
が
三
三

0
2m
か
ら
四

0
0
2m
に
、
特
定
居

住
用
宅
地
等

在

三
)
の
場
合
が

二

0
0
2m
か
ら

二
四

o
dに
拡
充
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

乙
の
改
正
は
、
平
成
十
三
年

一
月

一
日
以
降
に

相
続
ま
た
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
に
係
る

相
続
税
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

(注

一
)
特
定
事
業
用
宅
地
等
と
は
、
被
相
続
人
の
事

業
(
不
動
産
貸
付
等
の
供
用
宅
地
等
を
除
く
)
の
用

に
供
さ
れ
て
宅
地
等
ま
た
は
生
計
を

一
に
す
る
親
族

の
事
業
に
供
さ
れ
て
い
た
宅
地
等
で
、
以
下
の
要
件

を
満
た
す
も
の
で
す
。

-

(
事
業
承
継
の
要
件
と
し
て
)
当
該
宅
地
等
の
取

得
者
が
、
被
相
続
人
の
事
業
を
申
告
期
限
ま
で
に

承
継
し
、
か
つ
申
告
期
限
ま
で
事
業
を
営
ん
で
い

る
こ
と
。

-

(
保
有
継
続
の
要
件
と
し
て
)
当
該
宅
地
等
を
申

告
期
限
ま
で
保
有
し
て
い
る
こ
と
。

(注
二
)
特
定
同
族
会
社
と
は
、
相
続
開
始
の
直
前
に

お
い
て
、
被
相
続
人
ま
た
は
被
相
続
人
と
生
計
を
一
に

し
て
い
た
そ
の
親
族
が
、
株
式
ま
た
は
出
資
の
五

O
%

以
上
を
有
す
る
法
人
で
す
。
特
定
同
族
会
社
事
業
用

宅
地
等
に
該
当
す
る
要
件
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

①
相
続
開
始
直
前
か
ら
申
告
期
限
ま
で
、
特
定
同
族

会
社
の
事
業
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
宅
地
等
で
あ

ヲ匂こシ」
。

②
当
該
宅
地
等
を
取
得
し
た
者
の
う
ち
、
以
下
の
要

件
を
満
た
す
被
相
続
人
の
親
族
が
い
る
こ
と
。

-
(
法
人
役
員
の
要
件
と
し
て
)
申
告
期
限
に
お

い
て
、
特
定
の
同
族
会
社
の
役
員
で
あ
る
こ
と
0

・
(
保
有
継
続
の
要
件
と
し
て
)
当
該
宅
地
等
を

申
告
期
限
ま
で
保
有
し
て
い
る
こ
と
。

(注
一二
)
特
定
居
住
用
宅
地
等
と
は
、
被
相
続
人
等
の

居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
宅
地
等
で
、
相
続
ま
た

は
遺
贈
に
よ
り
宅
地
等
を
取
得
し
た
個
人
の
う
ち

に
、
そ
の
被
相
続
人
の
配
偶
者
や
同
居
親
族
が
い
て
、

そ
の
人
の
い
ず
れ
か
が
所
有

・
居
住
継
続
要
件
等
を

満
た
す
宅
地
等
を
取
得
し
た
場
合
の
宅
地
等
を
い
い

ま
す
。

合 03-3357-0771女この記事についての問い合わせ先一一一一一一(社)東京法人会連合会。
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議謀議A 偽
~<lrch Netscape 
ぎを議

き経E言者をめさすものの団体
れが法人会です。

え正しい税知識を身につけたい。もっと積極的怠経宮を
;めさ したい。社会のお役{ζ立ちたい。そん芯狂言言者の
;皆さんを支搬する組織.それが法人会です。

J圭入会は現在、全国{ζ 125方社、東京都内{ζ唱の単位
会、25万社の会買企菜毛嫌する団体として大吉く発展
しています。

あなた{ζ近く.f.会と広く。ど乙までも人を中心(ζ、
さまざまな活動を展開する法人会。

費のオピニオントヲーとしての貢献はもとより 会
のEI!さん毛支揺する各1の研修会‘また地域振興や
ボランティ7など地域{ζ密着した;動壱積極的{ζ行っ
ています。

町
田
法
人
会

w
e
b
サ
イ
ト

開
設
の
お
知
ら
せ

町
田
法
人
会
も
平
成

日
年

3
月

m
日
か
ら

w
e
b
サ
イ
ト
(
ホ

l
ム
ペ
i
ジ
)
を
開
設
し
ま
し

た
。
こ
の
サ
イ
ト
の
目
的
は
、
町
田
法
人
会
が
「
何

を
や

っ
て
い
る
」
の
か
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
す
。

現
在
公
開
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、
行
事
予
定
(
ス

ケ
ジ
ュ

ー
ル
)
や
写
真
で
観
る
事
業
報
告
(
写
真
館
)

な
ど
で
す
。
ま
た
今
後

《
会
員
リ
ン
ク
》
な
ど
も
追

加
し
て
い
く
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
以
前
紹
介
し
た
東
法
連
な
ど
の
サ
イ
ト
も

リ
ン
ク
集
に
し
て
あ
り
ま
す
。
東
法
連
の
サ
イ
ト
で

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
か
ら
利
用
で
き
る
会
員
向
け

の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。
会
員
限
定
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
、
東
法

連
の

w
e
b
サ
イ
ト

で
〈
都
内
法
人
会
の
会
員
専

用
ぺ
l
ジ〉
を
ク
リ

ッ
ク
。
ユ
ー
ザ
ー
名
H
SFOB
D
・

パ
ス
ワ

ー
ド

H
0
3
H
と
入
力
し
て
下
さ
い
。
全
法

連
の
サ
イ
ト
に
は
、

〈
全
国
各
地
の
法
人
会
の
ホ
ー

ム
ペ

l
ジ》

と
い
う
リ
ン
ク
集
も
あ
り
ま
す
。



1時固まで
無料。
お気軽に
どうぞII

図国
田園

1.申し込み方法

(1)(社)東京法人会連合会総務課あて電話で申し込

んでください。 TEL:03-3357-0771 (土・日・祝日

を除く午前9時一午後5時)
(2)その際、①所属法人会名 ②法人名 ③相談者名

④連絡先電話番号をお知らせください。

(3)申し込み状況によってはお断りする場合もあります。

(4)申し込み後、別途、下記担当弁護士事務所あて

電話のうえ相談日時等を打ち合わせてくださL、。

その際、必ず「東京法人会連合会の法律相談j利

用の旨を告げてください。

(5)相談日時は毎週月曜日から金曜日まで(祝日は除く)

の午前10時・ 11時および午後2時・ 3時・ 411寺です。

2.利用できる方
都内各法人会の会員企業および経営者等。(同一人の

相談は月 l固に限らせていただきます。)

3.相談内容
法律全般。(相続等会社業務以外の相談も可。)

4.担当弁護士
鳥飼総合法律事務所 鳥飼重和弁護士他 13名

千代目区神田小川町1・3・1小川町三井ピル7階
τ'EL: 03-3293・8817

5.相談場時
左記法律事務所

交通.都営地下鉄新宿線「小川町」駅(A6出口)徒歩1分

営団地下鉄丸ノ内線「淡路町」駅(A4出口)徒歩2分

営団地下鉄千代田線「新御茶ノ水」駅(B6出口)徒歩3分

]R中央線・総武線「御茶ノ水J駅聖橋口徒歩9分
6.その他
・無料相談時間は 111寺
問までです。((社)東京

法人会連合会が負担し

ます。)

・時間を超えて相談さ

れる場合は相談者の

負担となります。

・料金は延長30分ごと

に、 5，000円です。そ
の場で実費をお支払

いください。

oお問Lミ合わせ先
(社)東京法人会連合会

TEL: 03-3357・0771

編 集

後記:

法
人
会
報
の
《
短
歌
・
俳
句
欄
》
が

長
い
歳
月
に
亘
り
「
あ
・
う
ん
」
の
呼

吸
で
続
け
ら
れ
て
い
る
事
は
、
ひ
と
え

に
会
員
の
皆
様
の
御
協
力
の
賜
物
と
思

い
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

「
一
期
一
会
」
と
申
し
ま
す
が
、
私
の

俳
句
と
の
出
合
は
、
季
節
の
移
り
ゆ
く

あ
ら
あ
ら

自
然
の
や
さ
し
さ
と
、
荒
々
し
さ
に
触

れ
ふ
と
目
を
見
開
い
た
時
に
、
ひ
と
き

わ
美
し
い
草
や
木
の
瞬
発
力
に
と
き
め

き
を
感
じ
た
こ
と
か
ら
で
し
た
。
こ
の

様
な
晩
年
を
過
ご
し
て
い
る
こ
と
を
大

変
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
会
報
の
俳
句
同
人
の

方
々
と
共
に
子
を
携
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
を
持
っ
た
《
作
句
》
へ
の
道
を

歩
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

(
主
方
い
よ
子
)

発行人・(社)町田法人会会長八木要 編集人・(社)町田法人会広報委員会

東京都町田市森野1丁目9番20号第二矢沢ピル4階 TEL:042(726)2453FAX:042(724)5853 

町団法人会ホームページ http://www.hojinkaトmachida.or.jp

Eメール official@hojinkai-machida.or.jp 

東法連・都内法人会の会員専用ベジユーザー名;tohoren パスワード;0771 

本紙摘載の記事、写真の無断掲載を禁じます。
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町田の小学校 。
町田市立忠生第一小学校のあゆみ

大
正
元
年

I 昭和16年

東京府南多摩郡忠生国民学校

' I 昭和18年 |

東京都南多摩郡忠生国民学校

大E完~
忠生尋常高等小学校

小山田分教場
(後の忠生第二小学校)

'明治6年 | 

向明学舎一円福寺(図師村)唱 A

1砂向明小学校
孝養学舎一孝養寺(山崎村)圃 7

有隣学舎一養樹院(上小山田村)圃.有隣小学校

又新学舎一大泉寺(下小山田村)・・小山田小学校

誠意学舎一一福昌寺(木曽村)・・誠意小学校

昭和22年

東京都南多摩郡忠生村立忠生小学校

• 1昭和23年!
木曽分校ができる
(後の忠生第三小学校)

• 1昭和33年 |

東京都町田市立忠生第一小学校

号
i昭和55年 |
山崎小学校へ行く児童とお別れ式

~;;， .，}吃-

創立80周年平成4年下昭和30年ごろの学校上

く町田市立忠生第一小学校>

町田市忠生3・10・2 学級数:20クラス

生徒数:725名

動


